
 

高等学校には、発達障害やその可能性から配慮・支援が必要な生徒が在籍しており、教育・福祉

領域の連携による支援の充実が課題となっている。当所が開発した「発達障害のある高校生向けキ

ャリア教育プログラム（働くことを知る・学ぶプログラム）」を、6 機関（高等学校 3、特別支援学

校 1、放課後等デイサービス事業 2）に提供し活用いただく機会を得た。 

本研究では 6 機関の担当者にアンケート・インタビュー調査を実施し、プログラム活用による生

徒の反応や変化、組織への影響という視点からプログラム提供の効果を把握し、各機関の個別の体

制に合わせた活用のポイントを整理することとした。その結果、本プログラム活用による効果とし

て、生徒にとっては、卒業後に向けた準備を自分事として捉え、自分の特徴に目を向けるきっかけ

となること、支援者側にとっては、本人の個別の特性について整理する機会につながることが確認

できた。さらに、これらの効果を高める上で、個別の支援ニーズや機関内の実情に合わせたカスタ

マイズの重要性が見出された。 

発発達達障障害害ののああるる高高校校生生にに対対すするるキキャャリリアア教教育育ププロロググララムムのの開開発発  
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【【ははじじめめにに】】  

高等学校には発達障害やその可能性から、配

慮・支援が必要な生徒が在籍しており、教育・福

祉領域の連携による支援の充実が課題となって

いる。「通常の学級に在籍する特別な教育的支援

を必要とする児童生徒に関する調査結果」（文部

科学省、2022）5)で、「学習面又は行動面で著しい

困難を示す」とされた児童生徒の割合は、小学校・

中学校で推定値 8.8％であり、2018 年度から高等

学校における通級指導が制度化されことを受け、

調査対象に加えられた高等学校（公立の全日制又

は定時制に在籍する 1～3 年次のみを対象）は推

定値 2.2％であった。 

こうした高校生年代の支援は、教育領域のみな

らず福祉領域にも関わる課題であり、卒業後を見

据えて在学中から取り組む準備に関連するキー

ワードの 1 つとして、教育領域では「キャリア教

育」、福祉領域では「発達支援」があげられる。「キ

ャリア教育」とは「一人一人の社会的・職業的自

立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる

ことを通して、キャリア発達を促す教育」と定義

されている（中央教育審議会、2011）7)。「発達支

援」とは、発達障害者支援法（2005 年施行、2016

年一部改正）において、「発達障害者に対し、その

心理機能の適正な発達を支援し、及び円滑な社会

生活を促進するため行う個々の発達障害者の特

性に対応した医療的、福祉的及び教育的援助をい

う。」と定義されている。また、放課後等デイサー

ビスガイドライン（こども家庭庁、2024）3) では、

「障害の特性を踏まえたニーズに応じた発達支

援」について、こどもの今の育ちの充実を図る観

点と将来の社会参加を促進する観点の両方から
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必要な発達支援を提供することが述べられてい

る。 

おかやま発達障害者支援センター（以下、支援

センター）では、高校生年代の進路・就労に関す

る相談が寄せられていたことから、2013 年から

地域の大学と高等学校と協働して、高校生年代を

対象としたインターンシップの場の創出に取り

組み、「オープンカレッジ in 美作大学」（薬師寺

他、2023）10) を実施してきた。この取組をもとに

2019 年に「発達障害のある高校生向けキャリア

教育プログラム（働くことを知る・学ぶプログラ

ム）」を開発し 1)2)6)8）、関係機関に試行的に提供し

てきた。 

 

【【目目的的】】  

本研究の目的は、生徒の反応や変化、組織への

影響という視点からプログラム提供の効果を把

握し、各機関の個別の体制に合わせた活用のポイ

ントを整理することである。 

 

【【方方法法】】  

((11))ププロロググララムム  

卒業後の円滑な移行を支える視点と、関係機関

での活用のしやすさに配慮し 12 コマで構成され

るプログラムを作成した（表 1）。 

表 1 プログラム 

テーマ 

①学校と職場の違い、②食事と睡眠、③朝の準備や段

取り、④身だしなみ、⑤報告・連絡・相談、⑥挨拶と

報告、⑦上司の役割、⑧作業体験 1（事務作業）、⑨作

業体験 2（図書館作業）、⑩これまでの経験の振り返

り、⑪プロフィールシート、⑫トリセツ 

ねらい 

・環境の変化を先に知っておくことで見通しがもてる 

・知る、体験する、振り返るサイクルで学ぶ 

・自分の姿（特徴）にも目を向けるきっかけにする 

構成 

①から⑫の指導案（Word）、講義資料（PowerPoint）、 

ワークシート・模擬作業用の手順書とサポートカード

（Word）、寸劇動画 

((22))提提供供方方法法  

表 1 の内容はデータで提供し、生徒の実態に応

じたアレンジや追加資料の使用を可能とした。対

象生徒の特性や既存カリキュラムに沿った活用

ができるよう、活用前及び活用中にミーティング

を実施した。 

((33))対対象象  

6 機関の担当者を対象とした（高校 A：普通科昼

間定時制課程 通級指導、高校 B：普通科通信制課

程 通学コース、高校 C：普通科夜間定時制課程、

特別支援学校 D：高等部肢体不自由児部門、放課

後等デイサービス事業所 E、F）。 

((44))内内容容  

①アンケート内容は、機関の基礎情報、プログ

ラム活用の目的、実施の枠組、対象者の概要とし

た。②インタビュー内容は、実装研究のために開

発されたインタビューガイド 9)を参考に、導入前

の課題やニーズ、導入後の反応や変化と機関への

影響とした。 

((55))分分析析  

インタビュー記録を分節に分けてコードを付

与し、共通する意味毎にサブグループとグループ

に整理した。 

((66))研研究究会会  

本研究成果の取りまとめのプロセスとして、外

部の専門家や関係機関等の担当者による有識者

会議 2 回と、プログラムを活用した機関の担当者

による実践者会議１回を実施し、研究の考察に対

する意見交換や助言を受ける機会を設定した。  

  

【【倫倫理理的的配配慮慮】】  

研究説明書で、①回答は自由意志であり拒否し

てもプログラム活用のサポート関係に不利益は

ないこと、②回答者の個人情報の保護、③結果を
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学会報告することを事前に説明し、文書による同

意を得た（旭川荘倫理委員会 承認番号 R5-002）。 

  

【【結結果果とと考考察察】】  

((11))ププロロググララムムのの実実施施形形態態  

実施期間は平均 2.0 年、実施回数は 1 クール平

均 10.1 回であった。教育領域では学校種別や規

定のカリキュラムに合わせて関連のある科目や

時間を利用しながら、福祉領域では個別支援や小

集団活動といった事業所の運営スタイルに合わ

せて実施されていた（表 2）。 

生徒は、主に高校 1 年から 4 年までが対象とな

っており、発達障害の診断の有無に限定せず実施

されていた。進路希望については、就労（一般）

や進学を希望する生徒から、就労（障害者雇用）

の希望や障害福祉・職業リハビリテーションの就

労支援機関利用を予定する生徒、そして、具体的

な進路希望が定まっていない生徒まで、幅広い進

路希望であった。また、アルバイトに取り組む生

徒などの割合も一定数見られるなど、学業を継続

しながら働く経験を積む生徒と、アルバイト経験

がなく就労のイメージがない生徒まで、幅広い状

態像の生徒が対象とされていた（表 3）。

 

表 2 実施機関の基礎情報

 

表 3 プログラム対象者の概要（2023 年度の 1 年間で実施した対象者について） 

活用機関 年齢／発達障害／知的障害 進路希望 
アルバイト経験や 

インターンシップ 

A 

普通科昼間 

定時制課程

（単位制） 

通級指導 

・高校 2年生、高校 3 年生 

・発達障害診断の有無に限定しない生徒 

（診断ありの生徒含む） 

・軽度知的障害がある生徒も含む 

・就労（一般）を希望 

・就労（障害者雇用）を希望 

・障害福祉・職業リハビリテーション 

の就労支援機関利用を予定 

・進学希望 

・アルバイト経験あり

の生徒は 4 割程度 

・インターンシップは 

3 年時に 5 日間あり  

B 

普通科通信制

課程 

（単位制） 

通学コース 

・高校 2年生 

・発達障害診断の有無に限定しない生徒 

（診断ありの生徒含む） 

・知的障害がない生徒のみ（疑いはあるが 

検査は受けていない生徒を含む） 

・就労（一般）を希望 

・就労（障害者雇用）を希望 

・進学希望 

・具体的な進路希望がまだない状態 

・アルバイト経験あり

の生徒は 5 割程度 

実施機関 担当者 実施の枠組 実施形態 
実施

期間 

A 
普通科昼間定時制課程 

（単位制）通級指導 
通級担当 通級指導（週 2 時間） 

・集団（1～5 人）と 

個別を併用 

・複数スタッフ（2 人） 

2 年 

B 
普通科通信制課程 

（単位制）通学コース 
学級担任 

学校設定科目「チャレンジ講座」 

（週 2 時間）とロングホームルーム 

・クラス単位（10～15 名） 

・複数スタッフ（2 人） 
1 年 

C 普通科夜間定時制課程 学級担任 「総合的な探究の時間」（週 1 時間） 
・クラス単位（5～15 名） 

・複数スタッフ（2 人） 
2 年 

D 
特別支援学校高等部 

 肢体不自由児部門 

進路指導 

担当 

学校設定教科「産業社会と人間」 

（年間 18 時間） 

・集団（1～5 人／複数 

学年）と個別を併用 

・複数スタッフ（2～3 人） 

4 年 

E 
放課後等デイサービス 

事業所 

高校生 

担当 
個別支援（週１） 

・個別（1 対 1）と一部 

集団（2～3 人） 
2 年 

F 
放課後等デイサービス 

事業所 

就労準備 

担当 
小集団活動（月１） 

・集団（10 名程度／複数

学年） 

・スタッフ 1 名 

1 年 
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C 
普通科夜間 

定時制課程 

・高校 1年生、高校 3 年生、高校 4年生  

※高校 2年生は前年度に実施済み 

・発達障害診断の有無に限定しない生徒 

（診断ありの生徒含む） 

・軽度知的障害がある生徒も含む 

・就労（一般）を希望 

・進学希望 

・具体的な進路希望がまだない状態 

・アルバイト経験ありの

生徒は 7割半ば程度 

・インターンシップは 

3 年時に 3 日間あり 

D 

特別支援学校

高等部 

肢体不自由児

部門 

・高校 1年生、高校 2 年生、高校 3年生 

・発達障害診断の有無に限定しない生徒 

（診断ありの生徒含む） 

・軽度知的障害がある生徒も含む 

・就労（障害者雇用）を希望 

・障害福祉・職業リハビリテーション 

の就労支援機関利用を予定 

・進学希望 

・アルバイト経験なし

の生徒のみ 

・2 年時に校内実習 3 年

時に校外実習あり 

E 

放課後等 

デイサービス 

事業所 

・高校 1年生、高校 2 年生、高校 3年生 

・発達障害の診断ありの生徒のみ 

・知的障害がない生徒のみ（疑いはあるが 

検査は受けていない生徒を含む） 

・就労（一般）を希望 

・進学希望  

・アルバイト経験あり

の生徒は全体の 3 割

程度 

F 

放課後等 

デイサービス

事業所 

・中学生～高校 3年生（自己理解に関するテ

ーマのみ小学校高学年も含む） 

・発達障害の診断ありの生徒のみ 

・軽度知的障害がある生徒も含む 

・就労（一般）を希望 

・就労（障害者雇用）を希望 

・障害福祉・職業リハビリテーション 

の就労支援機関利用を予定 

・具体的な進路希望がまだない状態 

・アルバイト経験あり

の生徒は全体の 1 割

程度 

 

((22))導導入入前前のの課課題題ややニニーーズズ  

((22))--①①「「働働くくこことと」」やや「「働働くくここととにに向向けけたた準準備備」」

にに関関すするる支支援援ニニーーズズ  

教育・福祉領域の 6 機関の担当者から複数あが

った意見を集約した結果、4 つのグループ（以下、

［ ］で示す）と①～⑬のサブグループに分かれた

（以下、『 』で示す）（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ プログラム実施機関の担当者があげた支援ニーズ 

 

［［本本人人たたちちにに関関すするる支支援援ニニーーズズ］］：プログラム実

施機関の担当者からは、生徒たちが示す『①就労

に向けた漠然とした不安』に加えて、将来の展望

やイメージの持ちにくさ、自分の適性の分かりづ

らさが見受けられる背景に『②発達特性からくる

将来イメージの持ちにくさ』という視点で捉えて

いることが示された。そのため、現状の生活で課

題となっていることがあるかどうかを考えたり、

自分の現状と照らし合わせたりするための機会

として『④将来に向け今の自分自身の課題点を考

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②発発達達特特性性かかららくくるる将将来来

イイメメーージジのの持持ちちににくくささ  

④④将将来来にに向向けけ今今のの自自分分自自身身のの  

課課題題点点をを考考ええるる機機会会のの必必要要性性  

⑤⑤卒卒業業年年度度よよりり前前のの時時期期かからら  

体体験験機機会会にに誘誘導導すするる必必要要性性  

⑥⑥学学業業継継続続をを支支ええるる必必要要性性  

①①就就労労にに向向けけたた

漠漠然然ととししたた不不安安  
③③成成功功体体験験のの乏乏ししささ  

⑦⑦仕仕事事理理解解  

（（例例：：上上司司のの役役割割））  

⑧⑧自自分分のの現現状状とと照照ららしし

合合わわせせるるこことと  

⑨⑨作作業業体体験験ををももととにに  

特特性性やや得得手手不不得得手手にに  

気気づづくくこことと  

⑩⑩自自分分のの特特徴徴やや理理解解

ししててほほししいいここととをを  

伝伝ええるる準準備備やや練練習習  

［［卒卒業業後後にに向向けけたた準準備備ととししてて学学んんででほほししいい  
内内容容やや経経験験ししててほほししいいこことと］］  

［［本本人人たたちちにに関関すするる支支援援ニニーーズズ］］  

⑪⑪家家族族のの思思いいとと本本人人のの状状態態像像

ととののすすりり合合わわせせ  

⑫⑫就就労労にに向向けけたた準準備備のの道道すすじじ

をを家家族族とと話話しし合合ううこことと  

［［家家族族にに関関すするる支支援援ニニーーズズ］］  

⑬⑬支支援援者者側側のの本本人人のの成成長長のの  

可可能能性性にに対対すするる疑疑問問やや不不安安  

［［支支援援者者自自身身がが感感じじてていいるる不不安安］］  
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える機会の必要性』が指摘されていた。 

また、人間関係やアルバイトでの失敗経験など

『③成功体験の乏しさ』が見受けられる生徒への

支援ニーズにも言及しており、コミュニケーショ

ンの練習機会や作業体験の機会など『⑤卒業年度

より前の時期から体験機会に誘導する必要性』が

述べられていた。また、様々な状況の生徒がいる

ことから、安定して学校に通うことや学校生活の

安定をサポートすることなど、『⑥学業継続を支

える必要性』も確認された。 

［［卒卒業業後後にに向向けけたた準準備備ととししてて学学んんででほほししいい内内容容

やや経経験験ししててほほししいいこことと］］［［支支援援者者自自身身がが感感じじてていい

るる不不安安］］：まずは、職業の種類や内容、求められる

能力、働く上で必要な知識・マナーといった『⑦

仕事理解』が確認され、高校生年代にもイメージ

しやすいように、アルバイト場面における上司の

役割を例に出しながら、職場の人間関係などに関

する知識についても学ぶ必要性が述べられてい

た。また、『⑧自分の現状と照らし合わせること』 

『⑨作業体験をもとに特性や得手不得手に気づ

くこと』 『⑩自分の特徴や理解してほしいことを

伝える準備や練習』など、発達障害がある場合に

未体験のことはイメージが持ちにくく、自分の適

性を認識することが苦手であることを踏まえた

内容や、自己理解の支援が重視されていた。 

その一方で、生徒たちのコミュニケーションの

現状や課題を考えた時に、大人になって出来るよ

うになるのかといった『⑬支援者側の本人の成長

の可能性に対する疑問や不安』も確認された。 

［［家家族族にに関関すするる支支援援ニニーーズズ］］：放課後等デイサー

ビス事業所の担当者からは、高校生になる前から

家族に関わってきたこともあり、家族に対する支

援ニーズにも焦点が当てられていた。具体的には、

将来に向けた家族の不安や期待に対する『⑪家族

の思いと本人の状態像とのすり合わせ』と、就職

だけをゴールにせず就労継続するためにどうい

った準備が求められるかといった『⑫就労に向け

た準備の道すじを家族と話し合うこと』などが確

認された。 

((22))--②②既既存存ののププロロググララムムややカカリリキキュュララムムのの課課題題  

教育・福祉領域の 6 機関の担当者から複数あが

った意見を集約した結果、2 つのグループと①～

⑤のサブグループに分かれた（図 2）。 

 

 

 

 

 

図 2 プログラム実施機関の担当者が感じていた既存のプログラムやカリキュラムの課題 

  

［［担担当当者者がが感感じじてていいたた課課題題］］：プログラム導入の

きっかけや、機関内の既存のプログラムやカリキ

ュラムの課題について尋ねたところ、教育領域か

らは、発達特性のある生徒やコミュニケーション

が苦手な生徒の増加といった『①生徒像の変化』

が確認された。また、発達障害のある（または支

援を要する）生徒へのキャリア教育に関する指導

内容が手探りであるといった『②学ぶべき内容の

多様さと絞りにくさ』 『③指導・支援内容が担当

者に任されている現状』が教育領域と福祉領域か

②②学学ぶぶべべきき内内容容

のの多多様様ささとと絞絞

りりににくくささ  

⑤⑤系系統統立立ててたた  

ププロロググララムムのの必必要要性性  

③③指指導導・・支支援援内内容容

がが担担当当者者にに任任さされれ

てていいるる現現状状  

①①生生徒徒像像のの変変化化

（（発発達達特特性性ののああ

るる生生徒徒ななどど））  

④④中中高高生生向向けけププロロ

ググララムムのの必必要要性性  

［［担担当当者者がが感感じじてていいたた課課題題］］  ［［担担当当者者がが感感じじてていいたたニニーーズズ］］  
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ら共通して示された。 

［［担担当当者者がが感感じじてていいたたニニーーズズ］］：教材や題材を用

意してはいるが、中高生年代向けに合うものが少

ないと感じていたことや教育領域における指導

案や福祉領域における支援計画にまで落とし込

んだものではなかったことなどから、『④中高生

向けプログラムの必要性』 『⑤系統立てたプログ

ラムの必要性』といった支援者側のニーズがプロ

グラム活用のきっかけになったと考えられた。 

 この他、高校卒業後に就職を目指す生徒が多い

高等学校からは「実際の働く場面で役立つコミュ

ニケーションを学ぶ機会の必要性」があがり、複

数のライフステージを支援する特別支援学校か

らは「小学生から高校生まで連続性のあるキャリ

ア教育を計画していく必要性」が指摘されていた。

これらのことから、様々な内容を学ぶというより

は個々の生徒に応じたオーダーメイドの支援を

どのように提供していくか、そして、発達障害の

ある生徒が高校生年代で学ぶべき内容をどのよ

うに設定していくかといった視点が重要である

と考えられた。 

((33))導導入入後後のの本本人人たたちちのの反反応応やや変変化化  

((33))--①①ププロロググララムム導導入入後後のの本本人人たたちちのの反反応応やや  

変変化化  

教育・福祉領域の 6 機関の担当者から複数あが

った意見を集約した結果、2 つのグループと①～

⑪のサブグループに分かれた（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 プログラム導入後の本人たちの反応や変化 

 

［［本本人人たたちちのの反反応応］］：職場における適切なコミュ

ニケーションやマナーなどを講義で学んだ際に、

「クッション言葉も使わないといけないの？そ

んなのできない」といった『①就労準備の必要性

を知ることによる不安や抵抗感』が確認された。

「導入前の本人たちの支援ニーズ」として「漠然

とした不安」や「成功体験の乏しさ」があがって

いたことも踏まえると、キャリア教育などを進め

ていく上で生じ得る反応であるとも言える。こう

した本人たちの不安を理解しながら、全て出来る

ようにならなくてもよいことや少しずつ準備し

ていけばよいことを伝えることが大切だと考え

る。また別の機関からは、「最初はかしこまってし

まうことがあったので受け身にならないよう、例

え話をしたり自分だったらどうするか協議した

りする時間を意識して確保した」など、『④受身の

姿勢や学んだ内容を忘れる生徒には工夫しなが

ら対応した』という工夫も示された。この他、『②

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

②②動動画画ややパパワワポポ教教材材にによよりり  

関関心心をを持持つつここととががででききたた  

⑪⑪促促ししのの工工夫夫にによよりり

挨挨拶拶ががででききたた  

⑩⑩学学校校生生活活がが安安定定ししなないい、、動動機機

づづけけがが低低いい状状態態がが続続いいてていいるる  
④④受受けけ身身のの姿姿勢勢やや学学んんだだ内内容容をを忘忘れれ

るる生生徒徒ににはは工工夫夫ししななががらら対対応応ししたた  

⑤⑤自自分分ののここととととししてて  

考考ええるる様様子子がが見見らられれたた  

⑦⑦ププロロフフィィーールルのの作作成成とと更更新新をを

通通ししてて長長所所やや好好ききなな事事がが増増ええたた  

⑥⑥作作業業体体験験でで自自分分のの得得手手不不得得手手をを

考考ええるる様様子子がが見見らられれたた  

⑧⑧ププロロフフィィーールルをを用用いいてて自自分分のの  

特特徴徴をを他他者者にに伝伝ええるる経経験験ががででききたた  

⑨⑨働働くくここととへへのの

意意欲欲がが高高ままっったた  

［［本本人人たたちちのの反反応応］］  ［［本本人人たたちちのの変変化化］］  

①①就就労労準準備備のの必必要要性性をを知知るる

ここととにによよるる不不安安やや抵抵抗抗感感  

③③進進学学希希望望のの生生徒徒もも  

就就労労準準備備はは共共通通のの話話題題  
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動画やパワポ教材に興味を持つことができた』と

いったことや「進学希望の生徒も“どっちみち就

職するので”とまじめに受けてくれた」など、『③

進学希望の生徒も就労準備は共通の話題』が確認

された。また、「アルバイト経験がある生徒にも復

習になる」など、生徒一人ひとりの経験値や進路

希望の違いがある中でも関心を持って取り組ん

でくれた様子が窺えた。 

［［本本人人たたちちのの変変化化］］：『⑤自分のこととして考える

様子がみられた』については、プログラムの中で

職場のコミュニケーションについての大切さを

学ぶことで、部活動で挨拶が大切と言われている

経験とつながった話題や、プログラムに加えて職

場見学なども繰り返していく中で生徒自身が働

くことを想像し始めた話題などがあがっていた。  

これは、「導入前の本人たちの支援ニーズ」として

あがっていた『将来に向け今の自分自身の課題点

を考える機会』とまでは言えないが、現状の生活

に目を向けてみる意識がわずかではあるが芽生

えたケースであると言える。『⑥作業体験で自分

の得手不得手を考える様子がみられた』では、担

当者から「取り組めそうな作業や苦手な作業につ

いて話すなど、作業体験は生徒の反応が大きかっ

た」との声があり、「自分なりに工夫したり、質問

などをしてみたりする様子も見られた」との話題

があがっていた。また、取り組んできたことを一

緒に振り返ることで、『⑦プロフィールの作成と

更新を通して長所や好きなことが増えた』といっ

た点が確認され、「担当する教員と初めて面談す

る際に、プロフィールを見ながら本人に話しても

らった」など、『⑧プロフィールを用いて自分の特

徴を他者に伝える経験ができた』という点も確認

された。本人の行動面の変化としては、「1 年時に

プログラムの内容を学んだ生徒が 2年時にアルバ

イトを始めた」といった『⑨働くことへの意欲が

高まった』というケースがある一方で、『⑩学校生

活が安定しない、動機づけが低い状態が続いてい

る』というケースもあった。当然ながら、将来に

向けた準備を考えることをテーマにした本プロ

グラムが個別のニーズにマッチしない場合があ

るとも言える。あらためて、プログラム導入を検

討するにあたり、多様な状態像がある生徒への支

援をどのように進めていくことができるのかと

いった支援現場における実情を踏まえる必要が

あると考える。このほか、「生徒の名前を呼んでか

ら声をかけると、挨拶を返すことができた」など、

生徒の特性を踏まえて支援者側が関わり方を工

夫してみることで、『⑪促しの工夫により挨拶が

できた』ことにつながったことも確認された。 

((33))--②②機機関関内内へへのの影影響響  

教育・福祉領域の 6 機関の担当者から複数あが

った意見を集約した結果、2 つのグループと①～

⑤のサブグループに分かれた（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 機関内への影響 

  

①①取取組組内内容容のの明明

確確化化とと共共通通理理解解  

②②情情報報共共有有やや  

連連携携のの促促進進  

③③生生徒徒理理解解のの  

促促進進  

④④既既存存ののカカリリキキュュララムム

ととのの関関連連づづけけ  

⑤⑤学学校校組組織織のの取取組組みみとと

ししてて位位置置づづけけ  

［［同同僚僚へへのの影影響響］］  ［［組組織織へへのの影影響響］］  
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［［同同僚僚へへのの影影響響］］：「何に取り組めばよいか職員間

で共通理解が得られた」「生徒の状態像に応じた

選択肢として周知された」といった『①取組内容

の明確化と共通理解』が確認された。さらに、教

育領域の担当者からは「作業中の様子を通して個

別の特性に気づいた」「学習以外の得手不得手に

気づく場面が多かった」といった『③生徒理解の

促進』も示された。作業体験の機会が限られる高

等学校において、本プログラムが学習面以外の困

難さへの支援者の気づきにつながったと考えら

れる。また、『③生徒理解の促進』では、「授業や

トリセツを通じて自身の指導を振り返るきっか

けになった」との意見もあり、支援者にとって生

徒の特性を整理する機会となった可能性がある。 

［［組組織織へへのの影影響響］］：「年間計画があることで、コン

セプトの共有やカリキュラム間の関連づけにつ

ながった」といった『④既存のカリキュラムとの

関連づけ』が示された。これは、色々な科目や支

援内容について、“卒業後に向けた準備の要素”と

して活かせることはないか、連動できる部分はな

いかといった意識が組織に広がったとも言える。

卒業後を見据えた準備について生徒が自分ごと

として捉えていく支援につながっていくために

は、プログラム単体では当然ながら十分ではない。

担当者の方々がキーパーソンになり、卒業後を見

据えた指導・支援のあり方について、組織内に発

信していく際のツールの 1つになったのではない

かと考える。また、「プログラム活用を含む通級の

取組が前期・後期の学校評価の参考になっている」

など、『⑤学校組織の取組みとして位置づけ』につ

ながっている点も確認された。 

((44))各各機機関関にによよるる活活用用例例のの整整理理  

各機関でプログラムを活用するにあたり、生徒

の個別の支援ニーズやカリキュラムの実情に応

じてカスタマイズがなされていた。カスタマイズ

とは、「個々のニーズに合わせて既存のものを変

更・調整する」という意味がある。「導入前の支援

ニーズ（図 1）」「既存のプログラムやカリキュラ

ムの課題（図 2）」「導入後の反応や変化（図 3）」

「機関への影響（図 4）」を踏まえ、本プログラム

のカスタマイズに限定せず、支援者の関わり方を

含めた支援環境側のカスタマイズという観点で

整理した。 

((44))--①①個個別別のの理理解解度度にに合合わわせせたたププロロググララムムののカカ

ススタタママイイズズ：講義資料のカスタマイズとして「対

象となる生徒の特性に合わせた情報量の調整や

追加資料」などがなされており、講義の進め方と

して「注意集中の持続や興味関心を引き出す」 

「学んだ内容を覚えてない生徒への再学習の工

夫」なども行われていた。このように、特別支援

教育における「基礎的な環境整備」と言われてい

る指導・支援の工夫がプラスされることが、プロ

グラムを進める際の留意点であると言える。 

また、“自分だったらどうするか”と問いかける

など、「自分の現状と照らし合わせる」ことが重視

されていた。プログラムの中で取り上げている内

容と日常生活場面との接続が、支援者が意識して

おく役割の１つだと言える。 

((44))--②②各各機機関関のの既既存存ののカカリリキキュュララムムをを活活かかすすカカ

ススタタママイイズズ：プログラムの全てのコマを実施した

機関もあれば、学年別に使い分けている機関もあ

った。例えば、高校 1年生段階では一通りやって

みて、インターンシップや就職活動がある高校 2

年生や 3 年生で、自己管理に関する内容や職場で

のコミュニケーションに関する内容のコマを事

前学習として取り上げるといった組み方である。

こうした「学年別の学びの内容に対応させること」

が効果的な学びにつながると言える。また、高等
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学校普通科や放課後等デイサービス事業所では、

作業体験の場を用意しにくい点の工夫として、高

等学校であれば簡単な模擬作業からやってみた

り、学校行事を上手く活用したり、また放課後等

デイサービス事業所であれば職場見学を組み合

わせたりと、新たな取組を始めなくてもアイディ

ア次第で体験機会を用意できることも、プログラ

ム活用機関の担当者から聞くことができた。 

((44))--③③自自己己理理解解をを深深めめるるたためめのの関関わわりり方方ののカカスス

タタママイイズズ：プロフィールシートやトリセツの作成

では、「教員と生徒の関係づくりのツールとして」

「学校生活で経験したことを成功体験としてフ

ィードバックしながら振り返った」などがあげら

れていた。本プログラムにある各指導案には、講

義前のチェックリストやワークシートで、各回の

テーマに関連した自身の現状を確認する機会を

設けると共に、支援者側のスタンスとして生徒の

自己評価や捉え方を把握しつつ、「こんな場面が

あったよ」と一緒にエピソードを振り返ることを

支援のポイントにあげた。こうした日々の出来事

を話題にできることは、本人のことをよく知る身

近な支援者だからこそ担える役割ではないかと

考える。国立特別支援教育総合研究所（2021) 4）

では、自己理解の指導・支援に関するポイントと

して、生徒の「こうなりたい」という願いを出発

点とし、成功体験による自信の獲得や自己肯定感

の向上を軸として、自分の課題となる点の理解や、

必要な対応方法の検討について進めていくこと

の重要性が述べられている。 

 本プログラムの導入後に見られた本人の反応

や変化は、自己理解のステップからすると、“自分

のことに目を向ける” “自分のことについて周り

の人と話す”ことの芽生えであるとも評価できる。

次のステップとして、自分の得意なことや苦手な

ことを整理していくことにつなげるためにも、個

別の評価に基づいて、同年代と比べてではなく、

本人のこれまでの頑張りを評価して、経験したこ

との中から成功体験を一緒に見つけることが支

援者の大切な役割と考える。 

  

【【結結論論】】  

本プログラム活用による効果として、高校生年

代の生徒には、卒業後に向けた準備を自分事とし

て捉え、自分の特徴に目を向けるきっかけとなる

こと、活用した支援機関には、支援者側が本人の

個別の特性について整理する機会につながるこ

とが確認できた。さらに、これらの効果を高める

上で、個別の支援ニーズや機関内の実情に合わせ

たカスタマイズの重要性が見出された。 
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